
一 

〈例
〉に
な
ら
って
、
次
の
文
を
文
節
に
区
切
り
（／
）、
そ
の
後
、
単
語
に
分
け
ま 

し
ょ
う
（
・）
。
ま
た
、
自
立
語
に 

 
 

 

線
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

【
完
答 

各
一
点
】  

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈例
〉そ
の
／
映
画
・
な
ら
／
私
・も
／
見
・た
／
こ
と
・が
／
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（１
）
そ

の

体

育

館

で

、

部

活

動

の

練

習

試

合

が

あ

る

。 

（２
）雲

一

つ

な

い

空

が

目

に

映

る

。 

（３
）
彼

は

驚

い

て

そ

の

話

を

聞

い

て

い

る

。 

（４)

海

面

が

ま

る

で

宝

石

の

よ

う

に

輝

く

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（５
）栄

養

の

バ

ラ

ン

ス

を

考

え

て

、

弁

当

を

作

っ

た

。 

 

二 

〈例
〉に
な
ら
って
、
次
の
文
の
中
か
ら
活
用
す
る
単
語
を
探
し
て
、  

 
 

線
を
書

き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【完
答 
各
一
点
】  

 

〈
例
〉
美
し
い
風
景
を
眺
め
る
。 

（１
）画
家
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（２
）に
ぎ
や
か
な
音
楽
を
奏
で
る
。 

（３
）彼
が
使
う
楽
器
は
新
し
い
。 

（４
）難
し
い
本
で
勉
強
す
る
。 

（５
）夕
方
か
ら
雪
が
降
っ
て
く
る
。 

 
組 

 

番 

  

中
学
校
一
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

① 

 

氏 

名 

  

             

単
語
の
分
類
① 

／ 

  

10 



一 

次
の
文
の 

 
 

 
 

線
部
の
単
語
の
品
詞
名
を
、
後
の 

 
 

 
 

 
 

か
ら
選
ん
で
、 

記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
体
言
に
は
○
、
用
言
に
は
△
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

（
１
）
彼
は
有
名
な
科
学
者
だ
。 

（２
）も
し
願
い
が
か
な
う
な
ら
、
宇
宙
旅
行
を
し
た
い
。 

（
３
）
僕
の
祖
父
は
い
つ
も
元
気
だ
。 

（４)

先
輩
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。 

（
５
）
雨
が
降
って
い
る
。
そ
し
て
、
風
も
強
く
な
って
き
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
６
）
試
験
に
備
え
て
遅
く
ま
で
勉
強
す
る
。 

（
７
）
僕
の
将
来
の
夢
は
君
し
か
知
ら
な
い
。 

（８
）あ
の
建
物
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。 

（
９
）
祖
母
の
話
を
聞
い
て
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
った
。 

（ 
 

 

）
ま
あ
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し
ょ
う
。 

  

 
組 

 

番 

 

中
学
校
一
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

② 

 

氏 

名 

 

   

単
語
の
分
類
② 

／ 

  

10 

10 

ア 

動
詞 

 
 

イ 

形
容
詞 

 

ウ 

形
容
動
詞 

エ 

名
詞 

 
 

オ 

副
詞 

カ 

連
体
詞 

 

キ 

接
続
詞 

 

ク 

感
動
詞 

 

ケ 

助
動
詞 

 

コ 

助
詞 

エ

○

ケ

 

ウ

△

オ

 

コ

 

ア

△

キ

 

ク 

 

イ 

△ 

カ

 



一 
 

次
の
（
１
）
～
（
10

）
の
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法
を
、
後
の 

 
 

 
 

 
 

 
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【 

 

（１
） 

実
は
、
昨
日
…
。 

（２
） 

ま
ぶ
し
い
、
太
陽
が
。  

 

（３
） 

空
に
羊
が
浮
か
ぶ
。 

（４
） 

今
日
は
、
寒
い
冬
。 

（５
） 

赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
ほ
は
、
ま
る
で
桃
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
る
。 

（６
） 

彼
は
声
を
上
げ
て
喜
び
、
彼
女
は
涙
を
流
し
て
悲
し
ん
だ
。  

 

（７
） 

鉛
筆
が
ノ
ー
ト
の
上
を
走
って
い
る
。 

（８
） 

あ
つ
い
、
あ
つ
い
、
あ
つ
い
、
今
日
は
真
夏
日
だ
。 

（９
） 

木
の
上
で
小
鳥
が
歌
う
。 

（
10
） 

あ
た
か
も
海
の
ご
と
く
、
真
っ青
な
空
が
広
が
って
い
た
。  

 

 

 
組 

 

番 

  

中
学
校
一
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

③ 

 

氏 

名 

  

             

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法 

／ 

  

          

10 

【各
一
点
】 

ア 

体
言
止
め 

 
 

イ 

倒
置 

 
 

ウ 

反
復 

 
 

エ 

対
句 

 
 

オ 

省
略 

カ 

擬
人
法 

 
 

 

キ 

隠
喩 

 
 

ク 

直
喩 

 
 

エ 

対
句 

 
 

オ 

省
略 

 
 

 
 



一 
 

次
の
（１
）
～
（５
）
の
漢
字
の
成
り
立
ち
の
説
明
と
し
て
適
す
る
も
の
を
、
後
の 

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。 

（１
） 

二
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
方
で
音
、
他
方
で
意
味
を
表
す
。 

（２
） 

物
の
形
を
か
た
ど
って
、
そ
の
物
を
表
す
。  

 

（３
） 

二
つ
以
上
の
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
意
味
を
表
す
。 

（４
） 

日
本
で
独
自
に
作
ら
れ
た
。 

（５
） 

抽
象
的
な
事
柄
を
、
記
号
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
表
す
。 

 

 

二 
 

次
の
（１
）
～
（５
）
の
漢
字
の
成
り
立
ち
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
後
の 

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【 

    
組 

 

番 

 

中
学
校
一
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

④ 

 

氏 

名 

 

   

漢
字
の
成
り
立
ち 

／ 

  

     

 

（１
） 

象
形 

 

（２
） 

指
事 

 

（３
） 

会
意 

 

（４
） 

形
声 

 

（５
） 

国
字 

10 

【各
一
点
】 

ア 

象
形 

 

イ 

指
事 

 

ウ 

会
意 

 

エ 

形
声 

 

オ 

国
字 

【
完
答 

各
一
点
】 

カ 

峠 
 

 

キ 

刀 
 

 
 

ク 

汗 
 

 

ケ 

共 
 

 

コ 

安 
 

サ 

旨 
 

 

シ 

草 
 

 
 

ス 

朱 
 

 

セ 

鳥 
 

 

ソ 

畑 
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